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■アクセス

ＪＲ富山駅から徒歩約10分
地鉄バス「城址公園前」下車　徒歩２分
市内電車「国際会議場前」下車　徒歩3分
富山空港より連絡バスで20分
北陸自動車道　富山ＩＣより車で約15分

■駐車場

当館には専用駐車場はありません。最寄りの有料駐車場をご利用ください。
最も近いのは城址公園地下駐車場です。

現在の富山市内には、様々な戦国時代にまつわる伝承や史跡が残されています。かつて戦国時代に富

山城が「安住城」と呼ばれていたこと、佐々成政が造らせたという「佐々堤」、「鼬川」など比較的

知られているものをはじめ、武田信玄や上杉謙信に焼き討ちされた寺社のほか、富山城を築いた神保

長職が敵に追い詰められて切腹した際に腰かけた石、明智光秀を供養する墓など、知る人ぞ知るエピ

ソードもありました。しかし、これらの戦国エピソードについて、そもそも「いつごろから」伝わっ

てきたのかという点となると、ほとんど知られていないのではないでしょうか。

本展では、「とやま戦国伝承」の数々について、その内容や関連史跡の

現況を紹介しながら、それらの成り立ちが果たしていつ頃まで遡ることが

できるのか迫ってみたいと思います。

展示室では、４００年以上の歴史を持つ富山城の歴史を、模型や映像も使いながら、分かりやすく
紹介しています。また、４階の天守展望台からは、昔の富山城の大きさが分かります。

願海寺城跡から発見されたものも展示しています。

会　期　令和４年４月２３日（土）～７月１０日（日）

　　　　　　休館日　５月１１日(水)、５月１６日(月)～２２日(日)

　　　　　　開館時間　９：００～１７：００（入館は16：30まで）

観覧料　大人２１０円(１７０円)　高校生以下は無料

※(　)内は20名以上の団体料金　　　　　　

※この料金で、常設展示もご覧いただけます。

常設展　富山城ものがたり

【当館では新型コロナウイルス感染症対策を実施しています】

・入館の際には、手指の消毒やマスクの着用などのご協力をお願

いします。

・充分な間隔を保ってご観覧いただくため、入場制限を行う場合

があります。

・感染の拡大状況によっては、やむをえず会期を変更または休館

することがあります。

越中地志
（富山県立図書館蔵）

いたちあずみじょう

永禄百将伝　上杉謙信・武田信玄
（当館蔵）

太平記英勇伝　明智光秀
（当館蔵）

ながもと


